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ぼくらは、博士の持ってきたベッド型の機械の上に横たわり、1人1人口ボットに改造さ
れていった。なんの味気もない、丈夫なだけが取り柄のロボットだけど、博士やアップルキ
ッドの粋なはからいで、ぼくの野球帽、ポーラのリボン、ジェフのメガネ、プーのべん髪は
はそのまま残してもらえた。
「誰が誰だか区別がつかんと不便じゃからな……では気を付けて行くがよい。健闘を祈るぞ」
「みんな、頑張ってきてくれよ」「がんばれがんばれ、わーいわーい、ぷー」
ロボットになったぼくらは、みんなに見送られながらスペーストンネル3を作動させた!
過去の地底大陸の洞窟は、氷に閉ざされた世界だった。もちろん、ぼくたちに寒さは感じら
れなかったけれど……。
「おい、現代では行き止まりだったところも、先に進めるぞ!
いちはやく歩き始めたプーが、前方を指差した。がー
歩きはじめたぼくらの前に、突然、タコのような手足を持ったモンスターが現れた!
「スーダララッタだ!手ごわいぞ!」ジェフが叫ぶ
〓バトル対戦表で戦います。ネスたちはA、相手はc。相手よりも数値が……
〓ムトル対戦表で戦います。スたあまな相。相手よりも数値が…………
)上657ヘ●

